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見直される伝統食

世界 各 地 には さ ま ざ まな 「伝統 食 」 が あ る。 そ の多 くは質 素 、

素朴 とい う印象 で 、 ご`ち そ う、とはか け離 れ た 印象 もあ るが 、何百

年 もの間、 生 活習 慣 や気 候 な どの環 境 変 化 を経 て も残 る に は それ

だけの理 由がある。人 口増加 に伴 う食糧問題、労働力の流 出な ど

で将来が懸念 される農村部 の再生、固有 の食文化 の保護 な どの視

点か ら、いま伝統食が見直 されている。 =毎月 1回掲載 します。

農村再生へ世界が注目
日
本
で
再
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の

一
つ

が
大
麦
だ
。
足
り
な
い
米
の
代
用
、
あ
る
い

は
酒
類
の
原
料
、
家
畜
飼
料
と
し
て
見
ら
れ

が
ち
だ

っ
た
が
、
近
年
は
大
麦
に
含
ま
れ
る

成
分
が
健
康
に
良
い
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。野

菜
と
し
て
サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ
に
使

っ
た

り
、
菓
子
類
の
材
料
と
し
た
り
、
新
し
い
用

途
が
紹
介
さ
れ
、
若
い
世
代
に
も
抵
抗
な
く

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
食
感
の
良
い
品
種

も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
諸
国

で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
食
用
昆
虫
だ
。

「虫
を
食
べ
る
」
と
い
う
と
顔
を
し
か
め
る

人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
界
で
は
２０

億
人
以
上
が
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
、

あ
る
い
は
伝
統
食
と
し
て
昆
虫
を
食
べ
て
い

る
と
さ
れ
る
。

タ
イ
で
は
コ
オ
ロ
ギ
や
ア
リ
、
韓
国
で
は

カ
イ
コ
、
日
本
で
は
イ
ナ
ゴ
や
蜂
の
子
が
そ

の
代
表
例
だ
ろ
う
。

国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は
昨
年

５
月
、
世
界
の
食
糧
問
題
に
対
処
す
る
た
め

食
用
昆
虫
の
活
用
を
喚
起
す
る
報
告
書
を
発

表
し
た
。

報
告
書
は
、
タ
ン
パ
ク
質
や
鉄
分
な
ど
栄

養
価
が
高
く
、
産
業
化
す
る
こ
と
で
農
村
の

振
興
や
現
金
収
入
を
促
進
す
る
可
能
性
を
指

摘
。
さ
ら
に
、
少
な
い
飼
料
で
成
育
可
能
な

昆
虫
を
家
畜
飼
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
魚
類
な
ど
枯
渇
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
資

源
を
保
護
す
る
効
用
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

コ
オ
ロ
ギ
や
イ
ナ
ゴ
、

タ
ガ
メ
な
ど
各
種
の
食
用
昆
虫
を
売
る
屋
台
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

客
が
絶
え
な
い
＝
タ
イ
東
北
部
コ
ン
ケ
ン
（
共
同
）



健
康
志
向
、大
麦
も
再
評
価

例

え
ば
、
ゆ
で
た
大
麦
を

バ
ナ
ナ
や
牛
乳
と
ミ
キ
サ
ー
に

か
け
て
作
る
ス
ム
ー
ジ
ー
。
た

く
さ
ん
の
レ
シ
ビ
を
提
案
し
て

い
る
」
。
こ
う
話
す
の
は
、
大

麦
食
品
推
進
餞
暴

会

（
墓

δ

事
務
局
の
高
橋
進
。
大
麦
の
イ

メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

■
９
５
０
年
、
当
時
の
閣
僚

の
失
言
と
し
て
有
名
に
な

っ
た

「貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
、

大
麦
は
米
の
裏
作
で
栽
培
さ

れ
、
貧
し
さ
と
結
び
つ
い
た
食

材
だ

っ
た
。

米
に
混
ぜ
て
炊
く
と
う

っ
す

ら
と
色
が
付
き
、
独
特
の
に
お

い
も
あ
る
。
流
通
量
が
減
る

一

途
だ

っ
た
大
麦
だ
が
、
近
年
は

健
康
食
品
と
し
て
見
直
さ
れ

「若
い
人
た
ち
に
は
サ
ラ
ダ
や

ス
ー
プ
に
入
れ
る
な
ど
野
菜
と

し
て
の
食
べ
方
も
抵
抗
な
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
六
高
橋
）
。

米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

は
２
０
０
６
年
、
大
麦
含
有
食

品
に

「心
臓
病
の
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
」
と
い
う
表
示
を
認
め

た
。
鍵
は
ベ
ー
タ
グ
ル
カ
ン
と

い
う
食
物
繊
維
で
、
欧
州
や
韓

岡
山
大
が
保
管
し
て
い
る
大
麦
の

種
子
。
約
１
万
５
千
種
類
あ
る
。
日

本
な
ど
ア
ジ
ア
地
域
の
種
子
は
世

界
中
の
大
麦
の
品
種
改
良
に
役
立

っ
て
き
た
（
岡
山
大
提
供
）

国
、
カ
ナ
ダ
も
追
随
。
日
本
の

協
議
会
も
表
示
の
方
法
を
検
討

し
て
い
る
と
い
う
。

大
麦
研
究
で
東
ア
ジ
ア
の
拠

点
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
山
大
資

源
植
物
科
学
研
究
所
の
教
授
、

佐
藤
和
広
に
よ
る
と
、
大
麦
の

用
途
は
ビ
ー
ル
の
原
料
や
家
畜

の
飼
料
が
中
心
。
食
用
に
栽
培

す
る
地
域
は
少
な
く
、
中
で
も

米
の
裏
作
で
大
麦
を
作
る
の
は

日
本
や
中
国
な
ど
に
限
ら
れ

る
。

「だ
が
そ
の
よ
う
に
用
途

が
広
が

っ
た
結
果
、
病
気

へ
の

抵
抗
力
な
ど
有
用
な
特
長
を
持

つ
品
種
が
数
多
く
誕
生
、
世
界

の
大
麦
の
品
種
改
良
に
貢
献
し

て
い
る
」
と
言
う
。

国
民
の
空
腹
を
満
た
す
た
め

に
大
麦
を
必
要
と
し
た
貧
し
さ

が
、
豊
か
な
遺
伝
資
源
を
生
む

ゆ
り
か
ご
に
な

っ
た
と
い
う
わ

け
だ
。
　

　

　

　

（敬
称
略
）

食用昆虫市場開拓を

タ
イ
・
コ
ン
ケ
ン
大

ユ
パ

・
ハ
ン
ブ

ー
ン
ソ
ン
教
授

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（食
用
昆
虫
は
）
現
在
は

出
荷
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
売
れ

て
い
る
。
だ
が

一
方
で

「貧

し
い
地
域
、
田
舎
の
食
べ
物
」

と
い
う
印
象
も
根
強
い
。
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
食
べ
な
か

っ
た
都
市
部
の
若
者
や
海
外

で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
新
商

品
の
開
発
が
必
要
だ
。

ま
た
、
現
在
は
肉
類
や
穀

類
の
よ
う
な

「安
全
基
準
」

が
な
く
、
品
質
も
ば
ら
ば
ら

だ
。国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
の
協
力
で
国
際
的
な

指
標
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。

世
界
■
２
０
カ
国
以
上
で

約
■
９
０
０
種
類
の
昆
虫
が

食
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。
良

質
の
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
栄
養

価
の
高
い
昆
虫
は
、
今
後
の

人
口
急
増
に
伴
う
食
糧
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
な

ど
の
途
上
諸
国
で
は
、
極
め

て
有
効
な
栄
養
供
給
源
だ
。

今
年
３
月
に
は
ケ
エ
ア
で

昆
虫
食
の
大
規
模
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

食
糧
安
全
保
障
上
も
重
要

で
あ
る
と
同
時
に
、
昆
虫
食

の
伝
統
が
あ
る
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
、
貧
し
い
農
村
部
の
振

興
や
地
場
産
業
の
育
成
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
何
百
年
間
も
そ
の

土
地
に
根
差
し
て
今
も
残
る

伝
統
的
な
食
文
化
の
意
味
を

あ
ら
た
め
て
考
え
、
次
世
代

に
継
承
す
る
こ
と
も
大
切
な



第 3種郵 使 物認 可

ギ
の
養
殖
を
始
め
、
今
は
５０
基
に

増
え
た
。
コ
ン
テ
ナ
は
プ
ロ
ッ
ク

で
作

っ
た
３
平
方
眉
ほ
ど
の
浴
槽

状
、
中
に
は
巣
と
な
る
紙
製
卵
ケ

ー
ス
が
何
段
も
置
か
れ
て
い
る
。

「
コ
オ
ロ
ギ
の
お
か
げ
で
自
分

の
家
で
作
る
米
が
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
」
と
ウ
ィ
ト
ゥ
ー
ン
。

婦
で
■
日
３
時
間
も
あ
れ
ば
十
分

だ
」
と
も
言
う
。

ウ
ィ
ト
ゥ
ー
ン
は
コ
オ
ロ
ギ
養

殖
の
傍
ら
、稲
作
も
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
は
高
く
売
れ
る
上
質
の

米
を
作

っ
て
売
り
、
自
分
で
は

一

番
安
い
米
を
買

っ
て
い
た
。

タ
イ

東
北
部
で
は
こ
ん
な
農
家
が
少
な

間
に
だ
い
た
い
７
回
出
荷
す
る
。

初
期
投
資
は
■
回
の
出
荷
で
ほ
ぼ

回
収
で
き
る
」
こ
と
も
魅
力
だ
。

５０
基
の
コ
ン
テ
ナ
で
コ
オ
ロ
ギ

を
養
殖
す
る
ウ
ィ
ト
ゥ
ー
ン
の
年

収
は
２５
万
弯
超
。
３
年
前
に
■
Ｏ

Ｏ
万
ず
で
新
築
し
た
家
は

″
コ
オ

ロ
ギ
御
殿
″
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

タ
イ
東
北
部
は
有
数
の
穀
倉
地

帯
で
あ
り
な
が
ら
貧
農
層
が
大
半

を
占
め
、
出
稼
ぎ
に
生
計
を
頼
る

家
庭
も
多
い
。
こ
こ
で
伝
統
食
の

食
用
昆
虫
を
養
殖
、
村
お
こ
し
に

成
功
し
た
地
域
が
あ
る
。

安
価
な
初
期
投
資
で
、
世
話
の

手
間
が
掛
か
ら
な
い
食
用
昆
虫
の

養
殖
は
貧
し
い
農
村
開
発
の
手
法

と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
養

殖
農
家
は
東
北
地
方
を
中
心
に
２

一カ
世
帯
以
上
に
増
え
た
。

コ
ン
ケ
ン
の
南
約
８０
計
、
マ
ハ

サ
ラ
カ
ム
県
マ
カ
村
で
は
村
の
９０

％
以
上
の
世
帯
に
あ
た
る
約
３
０

０
軒
が
コ
オ
ロ
ギ
の
養
殖
を
し
て

い
る
。

イ
ラ
ク
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に

‐２
年
間
出
稼
ぎ
に
行

っ
て
い
た
ウ

ィ
ト
ゥ
ー
ン

（
４９
）
は
、
２
０
０

７
年
に
コ
ン
テ
ナ
ー２
基
で
コ
オ
ロ

出
稼
ぎ
頼
ら
ず
″御
殿
〃も

「世
話
と
い

っ
て
も
、
餌
と
水
を

や
り
、
掃
除
を
す
る
く
ら
い
。
夫

く
な
い
。

コ
ン
テ
ナ
を
作
る
費
用
は
■
基

７
０
０
で

（約
２
千
円
）
程
度
、

餌
は
鶏
用
飼
料
を
使
い
■
基
当
た

り
の
餌
代
は
毎
月
約
２
４
０
で
、

「巣
」
に
す
る
卵
パ

ッ
ク
は
廃
物

利
用
。
卵
か
ら
ふ
化
し
て
育
て
出

荷
す
る
ま
で
約
４５
日
間
で

「■
年

市
場
に
は
コ
オ
ロ
ギ
、
イ
ナ
ゴ
、

ア
リ
の
卵
、

タ
ガ
メ
、
カ
イ
コ
な

ど
が
並
ぶ
。

油
で
揚
げ
た
コ
オ
ロ

ギ
を
食
べ
て
み
た
。
唐
辛
子
、
ニ

ン
ニ
ク
、
塩
で
味
付
け
が
し
て
あ

り
、
香
ば
し
く
て
な
か
な
か
お
い

し
い
。酒
の
つ
ま
み
に
は
最
適
だ
。

コ
ン
ケ
ン
大
農
学
部
応
用
昆
虫

学
科
は
１７
年
間
に
わ
た
る
昆
虫
食

の
蓄
積
が
あ
り
、
食
用
昆
虫
の
ビ

ジ
ネ
ス
化
に
い
ち
早
く
成
功
、
ア

フ
リ
カ

・
中
東
諸
国
か
ら
の
研
修

生
も
多
く
訪
れ
て
い
る
。
ラ
オ
ス

や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
同
様
の
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
が
既
に
始
ま
り
、
ベ
ト

ナ
ム
で
も
近
く
ス
タ
ー
ト
す
る
。

住
民
に
養
殖
指
導
を
し
て
い
る

同
大
教
授
の
ユ
パ

（
５０
）
は

「消

費
を
ど
う
拡
大
す
る
か
が
次
の
課

題
」
と
指
摘
。
既
に
チ
キ
ン
味
や

カ
レ
ー
味
な
ど
の
コ
オ
ロ
ギ
ス
ナ

ッ
ク
、
粉
末
を
利
用
し
た
ク
ッ
キ

ー
や
バ
ス
タ
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を

開
発
し
、
最
近
は
フ
ラ
ン
ス
や
べ

ル
ギ
ー
な
ど
欧
州
向
け
の
輸
出
が

急
増
し
て
い
る
。

（敬
称
略
、

タ
イ
東
北
部
コ
ン
ケ

ン
、
文

・
遠
藤

一
弥
、
写
真

・
村

山
幸
親
）

Aへよ  ■

コオロギ養殖盛んなタイ


